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乗船する被災者等（伊良湖港）

10月23日（月）、南海トラフ地震等の大規模災害発生時に田原市伊良湖地区において、陸路による支援が困難
となる場合に備え、海からの支援体制を強化（命のネットワークを形成）するため、田原市と合同で三河港田原
ふ頭及び伊良湖港において、緊急支援物資の輸送訓練及び被災者等の移送訓練を実施しました。

緊急支援物資の積み込み（田原ふ頭）

【訓練内容】
①港湾業務艇「しおさい」による三河港田原ふ頭から

伊良湖港への緊急支援物資の輸送訓練
（積載・荷下ろし作業）

②港湾業務艇による伊良湖港から三河港田原ふ頭への
被災者等の移送訓練

【訓練参加機関】
田原市、中部地方整備局三河港湾事務所、
一般社団法人愛知県トラック協会田原陸運協会、
名鉄海上観光船株式会社、伊良湖地区コミュニティ協議会

三河港湾事務所では引き続き、関係機関と定期的に海上輸送訓練を実施します。

10月21日（土）に田原市の西の浜海岸清掃などを行っているボランティアサークル
「亀の子隊」に25周年記念イベントが開催されました。

司会は初代「亀の子隊」隊長が務め、「西の浜はごみ箱じゃない！」との思いで活動
してきたと当時を振り返り、記念イベントがスタートしました。

冒頭の来賓挨拶では、三河港湾事務所と「亀の子隊」を繋ぐきっかけを作った元三河
港湾事務所所長の山口良永さんから祝辞があり、その後の25年間を振り返るスライド
では、微力ながら当事務所も「亀の子隊」の活動に参加してきた歴史を振り返ることが
できました。

「亀の子隊」代表の鈴木吉春さんからは、活動を始めてから子供たちに思いを引き継
いでいけるようこれまで続けてくることができたとのお話がありました。

今後も「亀の子隊」が益々発展していくことを祈念しております。

「亀の子隊」代表
鈴木吉春さんのご挨拶
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※一部の地域を除きます。

11月10日（市民の日）を含む10日間は豊橋市の530運動環境協議会
が提唱する「秋の530運動」の期間です。三河港湾事務所では11月8日
（水）に530運動の取り組みに参加し、事務所周辺で清掃活動を実施し
ました。このような清掃活動を春と秋の年2回実施しています。

530運動は、豊橋市が発祥といわれており、次世代に緑豊かできれい
なまちを残すため、「530のまち」を目標としてまち全体が一体となっ
て環境保全のため取り組んでいる活動です。

清掃当日は11月とは思えない暑さの中、事務所職員総出で清掃を行い、
マイクロプラスチックとして海洋ごみ問題となっているペットボトルや
プラスチック容器、道端に転がっていたカンなどを回収しました。

この時期になると三河港周辺では強い北西風が吹き始めこういった道
端にあるものも海へとんでいきます。海洋ごみを減らすためにも不法投
棄を許してはいけません。

三河港湾事務所では、引き続き530運動を通してまちの環境や三河湾
流域環境の保全に協力します。

清掃活動の様子

ごみの分別

だ し

10月28日（土）、29日（日）にコロナ禍により1年延期された『第9回はんだ山車まつり』に行ってきました。

前日の雷雨と打って変わって、2日間とも天候に恵まれ絶好のお祭り日和となり、6年ぶりの開催とあいまって大
変多くの人で賑わっていました。半田市内には10地区31輌の山車があり、遠い地区の山車はトレーラーで運んで
きたり、3時間以上かけて曳いてきたりと、この祭りに対する祭人の意気込みが感じられました。

各山車は供覧するため一旦JR半田駅前の通りに集結し、多くの山車を間近で見ることができました。大きな朱い
幕に施された刺繍はとてもきらびやかで、ほかにも精巧な彫刻がいくつも飾られており、その豪華絢爛な山車が動
くさまには圧倒されました。その後メイン会場に31輌の山車が一堂に会すると、えも言われぬ迫力がありました。
夕方になると山車に提灯の明かりが灯り、宵祭りがスタート。半田運河沿いに映し出されたちんとろ舟の横を、提
灯に灯された山車がゆっくりと練り歩き、それはとても幻想的な風景でした。

4年後の2027年には、第10回目となる『はんだ山車まつり』が開催されるとのことで、もうすでに待ち遠しい
ですが、地区毎の春祭りは毎年実施しているので、その春祭りにも足を運んでみたいと思います。

JR半田駅前での供覧 提灯に灯された31輌の山車トレーラーで運搬された山車
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